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政
令
第
二
十
号

地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
二
号
）
第
二
十
条
第
三
項
、
第
二
十
五
条
、
第
三
十
条
第

一
項
及
び
第
六
項
並
び
に
第
三
十
五
条
、
地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
五
条
の
三
第
五
項
第
一
号
及
び

第
五
条
の
八
並
び
に
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
九
十
四
号
）
第
二
条
第
二
号
、

第
二
十
二
条
第
二
項
及
び
第
二
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
中
「
左
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
繰
延
勘
定
」
を
「
繰
延
資
産
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し

書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
及
び
負
債
」
を
「
並
び
に
固
定
負
債
及
び
流
動
負
債
」
に
改
め

、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

繰
延
収
益
に
つ
い
て
は
、
そ
の
増
減
又
は
異
動
の
発
生
の
原
因
で
あ
る
事
実
の
生
じ
た
日
の
属
す
る
年
度

第
十
四
条
中
「
繰
延
勘
定
」
を
「
繰
延
資
産
」
に
改
め
る
。
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第
十
五
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
資
本
は
」
を
「
地
方
公
営
企
業
の
資
本
は
、
」
に
、
「
、
資
本
金
は
自
己

資
本
金
及
び
借
入
資
本
金
に
、
剰
余
金
は
」
を
「
区
分
し
、
剰
余
金
は
、
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第

三
項
中
「
負
債
は
」
を
「
地
方
公
営
企
業
の
負
債
は
」
に
、
「
及
び
流
動
負
債
」
を
「
、
流
動
負
債
及
び
繰
延
収
益
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

予
定
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書

第
二
十
三
条
の
見
出
し
中
「
あ
わ
せ
て
」
を
「
併
せ
て
」
に
改
め
、
同
条
中
「
あ
わ
せ
て
」
を
「
併
せ
て
」
に
、
「
書
類

は
」
を
「
書
類
及
び
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
の
長
が
決
算
を
議
会
の
認
定
に
付
す
る
に
当
た
つ
て
併
せ

て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
及
び
第
二
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
繰
延
資
産
と
し
て
整
理
で
き
る
損
失
）

第
二
十
五
条

鉄
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
に
係
る
災
害
に
よ
る
損
失
が
多
額
で
あ
つ
て
そ
の
全
額
を
当
該
災
害
の
生
じ

た
事
業
年
度
に
お
い
て
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
当
該
損
失
に
相
当
す
る
額
の
全
部
又
は
一
部
を
繰
延
資
産
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と
し
て
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
繰
延
資
産
は
、
当
該
繰
延
資
産
を
計
上
し
た
事
業
年
度
の
翌
事
業
年
度
以
降
五
事
業
年
度
以
内
に
毎
事
業
年
度

均
等
額
以
上
を
償
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
繰
延
収
益
と
し
て
整
理
す
る
補
助
金
等
）

第
二
十
六
条

減
価
償
却
を
行
う
べ
き
固
定
資
産
（
固
定
資
産
の
う
ち
、
土
地
、
立
木
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
以

外
の
も
の
を
い
う
。
）
の
取
得
又
は
改
良
に
充
て
る
た
め
の
補
助
金
、
負
担
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
次
項
に

お
い
て
「
補
助
金
等
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
交
付
を
受
け
た
金
額
に
相
当
す
る
額
を

、
繰
延
収
益
と
し
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
繰
延
収
益
は
、
補
助
金
等
に
よ
り
取
得
し
又
は
改
良
し
た
固
定
資
産
の
減
価
償
却
又
は
除
却
を
行
う
際
に
、
当

該
固
定
資
産
の
減
価
償
却
費
又
は
残
存
価
額
に
相
当
す
る
額
に
当
該
固
定
資
産
の
減
価
償
却
又
は
除
却
を
行
う
日
の
直
前

に
お
け
る
当
該
固
定
資
産
の
帳
簿
価
額
に
対
す
る
同
日
の
直
前
に
お
け
る
当
該
固
定
資
産
に
係
る
繰
延
収
益
の
額
の
割
合

を
乗
じ
て
得
た
額
を
償
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
地
方
財
政
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）
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第
二
条

地
方
財
政
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
二
百
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
お
け
る
地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
三
号
）
第
十
五
条

第
二
項
の
流
動
負
債
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
流
動
負
債
」
と
い
う
。
）
の
額
か
ら
次
に
掲
げ
る
額
の
合

算
額
を
控
除
し
た
額

イ

建
設
改
良
費
等
（
公
営
企
業
の
建
設
又
は
改
良
に
要
す
る
経
費
及
び
当
該
経
費
に
準
ず
る
経
費
と
し
て
総
務
省
令

で
定
め
る
経
費
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
、
次
号
及
び
次
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
財
源
に
充
て
る
た

め
に
起
こ
し
た
地
方
債
の
う
ち
、
当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
お
い
て
流
動
負
債
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
も
の

の
額

ロ

建
設
改
良
費
等
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
し
た
他
の
会
計
か
ら
の
長
期
借
入
金
の
う
ち
、
当
該
年
度
の
前
年
度
の

末
日
に
お
い
て
流
動
負
債
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
も
の
の
額

ハ

当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
お
け
る
一
時
借
入
金
又
は
未
払
金
で
建
設
改
良
費
等
に
係
る
も
の
の
う
ち
、
そ
の

支
払
に
充
て
る
た
め
当
該
年
度
に
お
い
て
地
方
債
を
起
こ
す
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
又
は
他
の
会
計
か
ら
の
長
期
借
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入
金
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
の
額

二

当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
お
け
る
建
設
改
良
費
等
以
外
の
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
起
こ
し
た
地
方
債
の

現
在
高
か
ら
当
該
地
方
債
の
う
ち
同
日
に
お
い
て
流
動
負
債
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
も
の
の
現
在
高
を
控
除
し
た
額

第
三
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
経
過
措
置
）

第
三
十
二
条
の
二

地
方
公
営
企
業
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
の
規
定
の
全
部
又
は
一
部
を
適
用
す
る
公
営
企
業
に
係

る
会
計
処
理
の
基
準
が
同
法
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
の
制
定
又
は
改
廃
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
五

条
及
び
第
二
十
六
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
、
総
務
省
令
で
、
そ
の
変
更
に
伴
い
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
範
囲

内
に
お
い
て
、
所
要
の
経
過
措
置
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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イ

当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
お
け
る
地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
三
号
）
第
十
五

条
第
二
項
の
流
動
負
債
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
流
動
負
債
」
と
い
う
。
）
の
額
か
ら
次
に
掲
げ
る
額

の
合
算
額
を
控
除
し
た
額

建
設
改
良
費
等
（
公
営
企
業
の
建
設
又
は
改
良
に
要
す
る
経
費
及
び
当
該
経
費
に
準
ず
る
経
費
と
し
て
総
務
省

（１）
令
で
定
め
る
経
費
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
起
こ
し
た
地

方
債
の
う
ち
、
当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
お
い
て
流
動
負
債
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
も
の
の
額

建
設
改
良
費
等
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
し
た
他
の
会
計
か
ら
の
長
期
借
入
金
の
う
ち
、
当
該
年
度
の
前
年
度

（２）
の
末
日
に
お
い
て
流
動
負
債
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
も
の
の
額

当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
お
け
る
一
時
借
入
金
又
は
未
払
金
で
建
設
改
良
費
等
に
係
る
も
の
の
う
ち
、
そ

（３）
の
支
払
に
充
て
る
た
め
当
該
年
度
に
お
い
て
地
方
債
を
起
こ
す
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
又
は
他
の
会
計
か
ら
の
長

期
借
入
金
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
の
額

当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
お
け
る
負
債
の
額
の
う
ち
連
結
実
質
赤
字
比
率
を
適
切
に
算
定
す
る
た
め
に
流

（４）
動
負
債
の
額
か
ら
控
除
す
べ
き
負
債
の
額
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
額
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第
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
お
け
る
流
動
負
債
の
額
か
ら
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
控
除
し
た
額

建
設
改
良
費
等
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
起
こ
し
た
地
方
債
の
う
ち
、
当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
お
い
て

（１）
流
動
負
債
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
も
の
の
額

建
設
改
良
費
等
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
し
た
他
の
会
計
か
ら
の
長
期
借
入
金
の
う
ち
、
当
該
年
度
の
前
年
度

（２）
の
末
日
に
お
い
て
流
動
負
債
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
も
の
の
額

当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
お
け
る
一
時
借
入
金
又
は
未
払
金
で
建
設
改
良
費
等
に
係
る
も
の
の
う
ち
、
そ

（３）
の
支
払
に
充
て
る
た
め
当
該
年
度
に
お
い
て
地
方
債
を
起
こ
す
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
又
は
他
の
会
計
か
ら
の
長

期
借
入
金
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
の
額

当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
お
け
る
土
地
の
売
払
代
金
と
し
て
の
前
受
金
の
額

（４）

当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
お
け
る
負
債
の
額
の
う
ち
連
結
実
質
赤
字
比
率
を
適
切
に
算
定
す
る
た
め
に
流

（５）
動
負
債
の
額
か
ら
控
除
す
べ
き
負
債
の
額
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
額

第
三
条
第
二
項
中
「
（
建
設
改
良
費
及
び
建
設
改
良
費
に
準
ず
る
経
費
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
経
費
を
い
う
。
）
」
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を
削
る
。

第
四
条
第
一
号
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ロ

当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
お
け
る
流
動
負
債
の
額
か
ら
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
控
除
し
た
額

建
設
改
良
費
等
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
起
こ
し
た
地
方
債
の
う
ち
、
当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
お
い
て

（１）
流
動
負
債
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
も
の
の
額

建
設
改
良
費
等
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
し
た
他
の
会
計
か
ら
の
長
期
借
入
金
の
う
ち
、
当
該
年
度
の
前
年
度

（２）
の
末
日
に
お
い
て
流
動
負
債
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
も
の
の
額

当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
お
け
る
一
時
借
入
金
又
は
未
払
金
で
建
設
改
良
費
等
に
係
る
も
の
の
う
ち
、
そ

（３）
の
支
払
に
充
て
る
た
め
当
該
年
度
に
お
い
て
地
方
債
を
起
こ
す
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
又
は
他
の
会
計
か
ら
の
長

期
借
入
金
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
の
額

当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
お
け
る
負
債
の
額
の
う
ち
連
結
実
質
赤
字
比
率
を
適
切
に
算
定
す
る
た
め
に
流

（４）
動
負
債
の
額
か
ら
控
除
す
べ
き
負
債
の
額
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
額

第
四
条
第
二
号
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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ロ

当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
お
け
る
流
動
負
債
の
額
か
ら
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
控
除
し
た
額

建
設
改
良
費
等
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
起
こ
し
た
地
方
債
の
う
ち
、
当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
お
い
て

（１）
流
動
負
債
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
も
の
の
額

建
設
改
良
費
等
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
し
た
他
の
会
計
か
ら
の
長
期
借
入
金
の
う
ち
、
当
該
年
度
の
前
年
度

（２）
の
末
日
に
お
い
て
流
動
負
債
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
も
の
の
額

当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
お
け
る
一
時
借
入
金
又
は
未
払
金
で
建
設
改
良
費
等
に
係
る
も
の
の
う
ち
、
そ

（３）
の
支
払
に
充
て
る
た
め
当
該
年
度
に
お
い
て
地
方
債
を
起
こ
す
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
又
は
他
の
会
計
か
ら
の
長

期
借
入
金
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
の
額

当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
お
け
る
土
地
の
売
払
代
金
と
し
て
の
前
受
金
の
額

（４）

当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
お
け
る
負
債
の
額
の
う
ち
連
結
実
質
赤
字
比
率
を
適
切
に
算
定
す
る
た
め
に
流

（５）
動
負
債
の
額
か
ら
控
除
す
べ
き
負
債
の
額
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
額

第
四
条
第
二
号
ニ
中
「
現
在
高
」
の
下
に
「
か
ら
当
該
地
方
債
の
う
ち
同
日
に
お
い
て
流
動
負
債
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い

る
も
の
の
同
日
に
お
け
る
現
在
高
を
控
除
し
た
額
」
を
加
え
、
同
号
ホ
中
「
現
在
高
」
の
下
に
「
か
ら
当
該
長
期
借
入
金
の
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う
ち
同
日
に
お
い
て
流
動
負
債
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
も
の
の
同
日
に
お
け
る
現
在
高
を
控
除
し
た
額
」
を
加
え
る
。

第
十
六
条
中
「
第
三
条
の
規
定
」
を
「
第
三
条
（
第
一
項
第
一
号
イ

及
び
第
二
号
イ

を
除
く
。
）
の
規
定
」
に
、
「

（４）

（５）

第
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
も
の
の
額
及
び
同
日
に
お
け
る
負
債
の
額
の
う
ち
連
結
実
質
赤
字
比
率
を
適
切
に
算
定
す
る

た
め
に
流
動
負
債
の
額
か
ら
控
除
す
べ
き
負
債
の
額
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
額
の
合
算
額
」
と
あ
る
の
は
「
も
の
の
額

」
と
、
同
号
ハ
」
を
「
第
三
条
第
一
項
第
一
号
ハ
」
に
、
「
同
項
第
二
号
イ
中
「
も
の
の
額
、
」
と
あ
る
の
は
「
も
の
の
額

及
び
」
と
、
「
前
受
金
の
額
及
び
同
日
に
お
け
る
負
債
の
額
の
う
ち
連
結
実
質
赤
字
比
率
を
適
切
に
算
定
す
る
た
め
に
流
動

負
債
の
額
か
ら
控
除
す
べ
き
負
債
の
額
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
額
」
と
あ
る
の
は
「
前
受
金
の
額
」
と
、
同
号
ハ
」
を

「
同
項
第
二
号
ハ
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
二
号
中
「
第
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
」
に
、
「
同
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
二
項
」
に
改

め
る
。

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
十
八
条

地
方
公
営
企
業
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
の
規
定
の
全
部
又
は
一
部
を
適
用
す
る
公
営
企
業
に
係
る
会
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計
処
理
の
基
準
が
同
法
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
の
制
定
又
は
改
廃
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
三
条
第
一

項
第
一
号
及
び
第
二
号
（
第
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
条
第
一
号
及
び
第
二
号

、
第
七
条
第
二
号
及
び
第
四
号
、
第
八
条
第
二
号
、
第
十
七
条
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
十
九
条
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
、
総
務
省
令
で
、
そ
の
変
更
に
伴
い
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
所
要
の
経
過
措
置
を
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
四
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
（
附
則
第
四
条
に
お
い
て
「
新
令
」
と
い
う
。
）
第
十

二
条
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
、
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
五
条
及
び
第
二
十
六
条
の
規
定

（
以
下
「
新
令
第
十
二
条
等
の
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
年
度
か
ら
適
用
し
、
平
成
二
十
五
年
度

以
前
の
事
業
年
度
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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２

地
方
公
営
企
業
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
の
規
定
の
全
部
又
は
一
部
を
適
用
す
る
公
営
企
業
（
地
方
財
政
法
第
五
条

第
一
号
に
規
定
す
る
公
営
企
業
を
い
う
。
）
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
令
第
十
二
条
等
の
規
定
を
平
成
二
十
四

年
度
又
は
平
成
二
十
五
年
度
の
事
業
年
度
か
ら
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
新
令
第
十
二
条
等
の
規
定
が
最
初
に
適
用
さ
れ
る
事
業
年
度
（
次
条
に
お
い
て
「
最
初
適
用
事

業
年
度
」
と
い
う
。
）
の
前
事
業
年
度
の
末
日
に
お
け
る
繰
延
勘
定
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
四
条

最
初
適
用
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
の
末
日
に
お
い
て
新
令
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
補
助
金
等
の
金
額
に

相
当
す
る
額
で
現
に
資
本
剰
余
金
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
同
項
に
規
定
す
る
繰
延
収
益
と
し
て
整
理
す
べ

き
額
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
つ
い
て
は
、
最
初
適
用
事
業
年
度
の
初
日
に
お
い
て
、
繰

延
収
益
と
し
て
整
理
す
る
も
の
と
す
る
。

（
地
方
財
政
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
財
政
法
施
行
令
（
次
項
に
お
い
て
「
新
地
方
財
政
法
施
行
令
」
と
い
う
。
）

第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
七
年
度
以
後
の
年
度
に
お
け
る
地
方
財
政
法
第
五
条
の

三
第
五
項
第
一
号
及
び
第
五
条
の
四
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
当
該
年
度
の
前
年
度
の
資
金
の
不
足
額
（
以
下
こ
の
条
に
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お
い
て
「
当
該
年
度
の
前
年
度
の
資
金
の
不
足
額
」
と
い
う
。
）
の
算
定
に
つ
い
て
適
用
し
、
平
成
二
十
六
年
度
以
前
の
年

度
に
お
け
る
当
該
年
度
の
前
年
度
の
資
金
の
不
足
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
新
令
第
十
二
条
等
の
規
定
を
平
成
二
十
四
年
度
又
は
平
成
二
十
五
年
度
の
事
業
年
度

か
ら
適
用
す
る
同
項
に
規
定
す
る
公
営
企
業
に
係
る
当
該
年
度
の
前
年
度
の
資
金
の
不
足
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
前
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
二
十
五
年
度
又
は
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
新
地
方
財
政
法
施
行
令
第
十
五
条
第
一
項

及
び
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

（
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
条

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
新
健
全
化
令
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
新
健
全
化
令
第
十
六
条
に
お
い

て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
四
条
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
十
七
条
第
二

号
の
規
定
は
、
平
成
二
十
七
年
度
以
後
の
年
度
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
号

ロ
に
規
定
す
る
資
金
の
不
足
額
、
同
号
ニ
に
規
定
す
る
資
金
の
剰
余
額
、
同
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
当
該
年
度

の
前
年
度
の
資
金
の
不
足
額
及
び
同
項
に
規
定
す
る
当
該
年
度
の
前
年
度
の
事
業
の
規
模
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
資
金
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の
不
足
額
等
」
と
い
う
。
）
の
算
定
に
つ
い
て
適
用
し
、
平
成
二
十
六
年
度
以
前
の
年
度
に
お
け
る
資
金
の
不
足
額
等
の
算

定
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
新
令
第
十
二
条
等
の
規
定
を
平
成
二
十
四
年
度
又
は
平
成
二
十
五
年
度
の
事
業
年
度

か
ら
適
用
す
る
同
項
に
規
定
す
る
公
営
企
業
に
係
る
資
金
の
不
足
額
等
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
二
十
五
年
度
又
は
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
新
健
全
化
令
第
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
、
第
四
条
第

一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
十
七
条
第
二
号
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

（
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の

施
行
に
伴
う
総
務
省
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一

部
の
施
行
に
伴
う
総
務
省
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
二
百
七
十
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
第
二
十
五
条
の
改
正
規
定
を
削
る
。
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理

由

地
方
公
営
企
業
の
経
営
の
透
明
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
借
入
資
本
金
の
制
度
を
廃
止
す
る
等
、
地
方
公
営
企
業
の
会
計
処

理
の
基
準
を
改
め
る
等
の
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


